
１．基本情報

大学名

設置区分 学校種

都道府県 事業期間

改組内容

重点分野

事業計画名

２．事業概要

研究科等の設置・増員及び学部等の設置・増員

機械・電気（電子）技術領域‐先端ロボティクス分野、機械・電気（電子）技術領域‐モビリティ・輸送分野、情

報・通信技術領域‐人工知能（AI）・IoT分野

大学

令和8年度～令和17年度

国立

広島

令和8年5月申請時点

造船・海運分野における広島大学の高度情報デジタルイノベーション人材育成

広島大学

令和８年度大学・高専機能強化支援事業

（支援２：高度情報専門人材の確保に向けた機能強化に係る支援）

【重点分野支援枠・大学】事業概要

本事業では、造船DX/GX、フィジカルAI、海運データサイエンスを中核領域として、従来の造船・海運分野に加え、AI・データ

サイエンス、ロボティクス、デジタルツイン等を融合・統合した「造船・海運分野における高度情報デジタルイノベーション人材育

成教育プログラム」を構築する。具体的には、①造船DX/GX、②造船フィジカルAI、③海運データサイエンスの3領域の柱

を体系的に学修できるカリキュラムを整備する。基幹工学分野を基礎としながら、「海事AI基礎」「デジタルツイン演習」等の新設

科目を配置し、学生が高度情報技術を実践的に活用できる基礎力を養成する。特に、実データを用いたPBL、企業との共同

演習、デジタルツイン環境を活用したシミュレーション教育を重視し、理論理解だけでなく、設計・実装・社会実装までを一体

的に学修できる教育体系を構築する。定員設定については、社会のニーズ等を踏まえ、学部25名、博士課程前期15名、博士

課程後期5名とする。
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３．重点分野に係る組織

重点分野に係る組織の設置・増員計画（赤字は事業対象組織）

事業開始時 事業終了時

6 5

0 5

6 10

24 19

0 15

24 34

45 35

0 25

45 60

大学全体の収容定員に占める重点分野に係る組織の収容定員の割合

博士課程 修士課程 大学院計

1.2% 2.1% 1.8%

2.0% 3.0% 2.6%

+0.8% +0.9% +0.8%

R14減員 工学関係

R10設置 工学関係

R10減員 工学関係

10

R14設置 工学関係

R16設置 工学関係

4

先進理工系科学研究科先進理工

系科学専攻造船デジタルイノベーショ

ンプログラム

増員数

計

計

増分

増員前（R8.4.1時点）

増員後

計

学士

R16減員

設置等後の

主な学位分野

工学部第一類輸送システムプログラ

ム

課程 組織名
入学定員

設置・増員等時期

博士

修士

工学関係

15増員数

工学部第一類造船デジタルイノベー

ションプログラム

先進理工系科学研究科先進理工

系科学専攻輸送・環境システムプロ

グラム

増員数

先進理工系科学研究科先進理工

系科学専攻輸送・環境システムプロ

グラム

先進理工系科学研究科先進理工

系科学専攻造船デジタルイノベーショ

ンプログラム
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＜背景・課題＞

＜重点分野への適合＞

➢ 我が国の造船・海運産業は、ゼロエミッション船・新燃料船対応、建造プロセス高度化、技能者不
足など複数の課題が同時進行する転換期にある。国は大学を中心とした高度技術者・技能者育成、
産学官連携による地域産業強化、国際ネットワークを活用した人材育成を重点政策としており、大
学には中核的役割が求められる。

➢ 本申請では、造船・海運業界における学びの３本柱「造船DX/GX」「造船フィジカルAI」「海運
データサイエンス」としており、国の重点分野と整合し、技術革新・技能継承・海運安全を支える
高度情報人材を育成するものである。

➢ これまで広島大学は、「工学・船舶」で国内３位、「工学・海洋」で国内２位、「海洋学」で国内
３位の国際共同研究実績（文科省 2023）を有している。また、これまで約22年間、約200件の企業
との共同研究を実施し、その実用化率は75%である。また、造船・海運分野において豊富な共同研
究実績があり、我が国の造船・海洋分野をけん引してきた。

➢ 我が国を代表する国内最大クラスの大型教育研究施設（曳航水槽（国内唯一 ISO9001取得）、回流
水槽、造波水槽、風洞）および先端的な材料・接合系の実験装置を所有している。

➢ President 5 Initiatives －新しい平和科学(安全・安心を実現する「創る平和」)および呉市・広島大学
Town & Gown構想の下、造船・海運分野の地域創生にて中心的な役割をしており、共同研究や国際
連携の実績を有し、地域産業の高度化と海洋国家としての競争力強化に向けて組織体制を整備。

＜育成する人材像、教育内容の特徴（新規性）、実施体制＞基本情報

改組内容 研究科等の設置・増員＋学部等の設置・増員

重点分野 ＜機械・電気（電子）技術領域＞ 先端ロボティクス分野、モビリティ・輸送分野
＜情報・通信技術領域＞ 人工知能（AI）・IoT 分野

所在地 広島県東広島市

増員する組織名（博士） 先進理工系科学研究科先進理工系科学専攻造船デジタルイノベーションプログラム

入学定員増数及び増員時期（博士） 5名 (R16)

増員する組織名（修士） 先進理工系科学研究科先進理工系科学専攻造船デジタルイノベーションプログラム

入学定員増数及び増員時期（修士） 15名 (R14)

増員する組織名（学士） 工学部第一類（機械・輸送・材料・エネルギー系）造船デジタルイノベーションプログラム

入学定員増数及び増員時期（学士） 25名（R10：20名、R12：5名（3年次編入））

事業計画名 造船・海運分野における広島大学の高度情報デジタルイノベーション人材育成

支援２ 高度情報専門人材の確保に向けた機能強化の構想について「重点分野支援枠」

令和８年度 広島大学


